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【名前】 

クログチ（スズキ目ニベ科） 

【すむ場所】 

関東以南 

【大きさ】 

全長 45 ㎝ほどになる 

【当館で見られる場所】 

駿河湾の生きもの 

【特ちょう】 

水深 40～120m ほどにくらしており、魚やエビ、カ

ニをエサとする。名前の通り口の中が黒く、他種と見

分けることができる。 

【担当学芸員から一言】 

アカムツ釣りでは外道扱いされますが、ゆっくりと泳

ぐ姿はいぶし銀の雰囲気があります。また、釜（かま）

ごとご飯を借りるくらいにおいしいので、地方名で

「カマガリ」とも呼ばれることがあります。（S.T） 

 

 
みなさんはシオミズツボワムシやアルテミアのノープリウス幼生

をご存じでしょうか。これらは 1ｍｍにも満たない動物プランクト

ンで、魚の育成には欠かせないエサです。一般に海産魚のふ化仔魚

は口が非常に小さく、さらに生きたエサしか食べないことがほとん

ど。そのため、当館では常にこれらのプランクトンも育て、いつで

も魚を育成できるように備えています。特にワムシ類は、毎日の世

話がとても重要で、少し手を抜いてしまうとあっという間にいなく

なってしまうほどです。このように「魚を育てる」には、まず「エ

サを育てること」も必要になってくるのです。（K.Y） 

 

今月の 
いいね！ 

釜ごとご飯を借りるほどおいしい！？ 
－クログチ－ 

疑問にお答えします：エサ パート３ 

クログチ 

シオミズツボワムシ（左）とアルテミア 
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2024 年は辰（たつ）年です。辰はいわゆる龍と呼ばれる想像上の

生きもののことで、十二支の中で唯一実在しません。ただ海の中には龍

にちなんだ生きものがいくつか知られています。その中で最も知られ

ているのは「タツノオトシゴ（龍の落とし子）」ではないでしょうか。 

タツノオトシゴの仲間は、体を直立させて頭部が前を向く姿やごつ

ごつした体がまるで龍の子どものように見えることが名前の由来で

す。他の魚と大きく異なるその姿は世界中で人気があります。また、タ

ツノオトシゴの仲間は、メスがオスのお腹にある育児嚢（いくじのう）

という袋に卵を産み、オスはその中で卵を受精させて育て、その後仔魚

を出産するという変わった生態を持っています。 

当館では現在、クロウミウマというタツノオトシゴの仲間の育成に

力を入れています。このクロウミウマの親魚たちは、東海大学海洋学部

でこの魚について研究している秋山信彦教授の研究室で繁殖した個体

で、一昨年に譲り受けました。その後飼育を続けたところ、昨年夏から

秋にかけて数回出産がありました。オスの育児嚢から出てきたクロウ

ミウマの仔魚は大きさ 5mm ほどで、すでに親魚と同じような色や形

をしています。生後 2～5 か月経った現在は、3～6ｃｍくらいまで大

きくなりました。親魚のエサは冷凍のアミエビを解凍したものですが、

生まれてからしばらくは生きたプランクトンしか食べません。そのた

め、エサとなるプランクトンを育てて与えています。今後は、少しずつ

冷凍のイサザアミなどを食べるように慣らして行く必要があります。 

春に一般開館を再開する際には、当館育ちのクロウミウマをご覧に

なってもらえるよう引き続き育成していきたいと思います。（S.A） 

 

 
水族館では、様々な方法で海の生きものを集めています。以前ご紹介

した定置網（海のはくぶつかん 270 号）もその一つで、他にも刺し網

や釣りなど様々な採集がありますが、生きものの生態に合わせて採集

方法を決めています。今回は釣り採集についてお話したいと思います。 

釣り採集は、定置網などの漁に比べると採集できる個体数は多くな

いものの、網などで体が傷つくことがなく、生きものへの負担が少ない

採集方法と言われています。そのため、体表の弱い魚を採集するのに適

した方法で、当館ではタチウオなどを釣り採集しています。タチウオは

非常にデリケートで、網ですくってしまうと体が傷つき、それが原因で

死んでしまいます。しかし、釣りでは体に触れずに採集することができ

るため、状態よく集めることができるのです。 

また、釣りは比較的身近な採集方法ですが、一方でレジャーとしても

楽しむ方がたくさんいます。特にここ数年では、コロナの影響もあり、

釣りがブームになったとも言われています。そんな釣りをしていると、

「外道（げどう）」と呼ばれてしまう目的でない魚が釣れることがよく

あります。しかし、そのような魚の中には面白い生態を持った魚や学術

的に珍しい魚がいることがあります。そのため、知らない外道が釣れた

ら残念がらずにぜひ調べてみてください。新しい発見があるかもしれ

ません。（Y.I） 

 
 

 

あれこれ 

魚を集める―釣り― コラム 

育成中の幼魚（大きさ約１ｃｍ） 

クロウミウマ 

船上での釣り採集 

釣りあげられたタチウオ 

辰年にクロウミウマ育成中！ 
 

※生物の状況により展示を急遽中止する場合があります。予めご了承ください。 


